
 

 

「福岡県不登校児童生徒支援リーフレット」の

配布について 

 

児童生徒の社会的自立に向けた支援を行う等、

不登校児童生徒に対する支援の充実が推進され

るために「福岡県不登校児童生徒支援リーフレ

ット」をご家庭に配布いたします。新たな不登校

を生まないためには、学校と家庭との協力がよ

り一層必要であるため、家庭でどのように具体

的に取り組んでいけばよいかをまとめた「保護

者のアクション３」も同時に配布いたしますの

で、参考にしていただければと思います。 
 

 



４ 保護者のアクション３の具体策 

（１）ステージ１（未然防止のアクション） 

①習慣のアクション 

○早寝・早起きを励行し、顔を見ながら挨拶をしましょう。 
○しっかり食事を取らせましょう。 
○１日のうち、決まった時間に机に向かうことを習慣づけましょう。 

②人間関係のアクション 

○毎日、少しの時間でも、子供と話をしましょう。 
○子供に、人間関係をつくる経験を積ませましょう。 
○地域の大人として、地域の子供と挨拶を交わしましょう。 

③自尊感情のアクション 

○機会あるごとに「あなたは大切な存在である」ことを伝えましょう。 
○学習に対する努力の姿勢や過程を認め、褒めましょう。 
○家庭で役割を持たせ、家族に貢献できていることを実感させましょう。 

（２）ステージ２（早期発見・早期対応のアクション） 

①早期発見のアクション 
○遅刻や欠席日数（月に３日の欠席）に敏感になりましょう。 
○子供の友達関係、遊び、持ち物、服装などに気を配りましょう。 
○ゲーム・ケータイ・スマホなどの利用状況を把握しましょう。 

②早期対応のアクション 
○子供が不調を訴えたら「心配している気持ち」を伝えましょう。 
○子供の生活リズムに気を配り、規則正しい生活をさせましょう。 
○子供が不安や悩みを抱えていないかさりげなく話をしましょう。 

③学校のアクション 

○日頃から学校の通信等にしっかり目を通しましょう。 
○何かあったときだけでなく、日頃から担任と連絡をとりあう。 
○気になることがあったら、直ちに家庭の様子を学校に伝える。 

（３）ステージ３（不登校になった場合のアクション） 

①受容のアクション 

○子供とじっくり話し、最後まで聴きましょう。 
○子供の気持ちを否定せず、まず安心させましょう。 
○期待しすぎず、子供の小さな変化を探し、褒めましょう。 

②支援のアクション 

○本人の好きなこと、得意なことから少しずつかかわりましょう。 

○焦って解決しようとせず、今できることから始めましょう。 

○欠席した日でも規則正しい生活をさせましょう。 

③連携のアクション 

○１人で抱え込まず、家族をはじめ周りの人に協力を求めましょう。 
○継続的に学校と連絡を取り、必要な情報を学校に伝えましょう。 
○スクールカウンセラーなどの専門家や教育支援センター等の関係機関に積

極的に相談しましょう。 
 

《 参考 》 
○「不登校児童生徒児童生徒への支援の在り方について」（令和元年11月12日1教義第1365号） 
○不登校児童生徒による学校以外の場での学習等に対する支援の充実について（通知）（平成29年４月17

日29教義第159号） 

○義務教育の段階における普通教育に相当する教育の機会の確保等に関する基本指針の策定について（通

知）（平成29年４月17日29教義第161号） 

○「義務教育の段階における普通教育に相当する教育の機会の確保等に関する法律の公布について」（通知）

（平成29年１月16日28教義第5956号） 

○「不登校中学生の学校復帰支援の手引」（平成26年３月福岡県教育委員会） 
○「学校を休みがちな児童への支援～実践事例集～」（平成25年３月福岡県教育委員会） 

○「すすめよう！学校を休みがちな児童への支援 Vol.２」（平成24年３月福岡県教育委員会） 

○「すすめよう！学校を休みがちな児童への支援」（平成23年３月福岡県教育委員会） 

○「ひきこもりがちな児童生徒への効果的な支援の進め方」（平成19年３月福岡県教育委員会、福岡県教

育センター） 
○「不登校支援のためのＩＴ活用ガイド」（平成18年３月国立教育政策研究所生徒指導研究センター） 
○生徒指導資料第２集「不登校への対応と学校の取組について－小学校・中学校編－」（平成16年６月国

立教育政策研究所生徒指導研究センター） 
○「『学校へ行かない』タイプの不登校生徒を対象とした体験活動の在り方」（平成16年３月福岡県教育委

員会） 
○「不登校の解消をめざして」県教育センター研究紀要・No.147（平成16年２月） 


















